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族による企菜経営が巾心となっています・鮒閥や1司族維営と

いうと、　一般的には好ましくないというイメージだと思いま

す、でも、韓昨1の経済危僕からの脱却と、鮒閥は無関係では

ありませんでしたし、タイでは金融閥連の法が木整備であり

■i1法’li局にも依然ワイロが横行していますので、そのため、

fI言頓できる人間に経営を．1丘すためには同族畿鴬にならざるを

得ないのです＝また、l1本でもかつての護送舳珂方式は崩壊

し、企菜グループを超えた統合が行われていますし・企業へ

の融資や再建支援にしても「漬すべきものを潰すのはいいこ

とrという加11へ変化してきています、このように、銀行の

あり方は時代や祉会の環境変化、法や国民性など多僕な要素

が複雑に絡み合っているのです。

　こうした各国各様の構遣や箏惰、祉会環境などを抜きにして、

アメリカ流の「コーホレイトガバナンス」を物差しにして是非

を詮じても意昧がありません＝アメリカの「コーポレイトガバ

ナンス」は、「企菜は株i｛のもの」という考え方が枇会酌コン

センサスを得、資佃1i場からの資金調達が’llたり前であるアメ

リカで1ヒまれたものだからです、もちろん、「コーポレイトガ

　　　ノ
．今≧参＝1
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　　　〆；

バナンスーという考え1∫は硬要なものですし、紬斉の健企な発

膿σ）ためには1司としてキチンとした施策を打ち、制度化してい

く必要があります　繍斉制1変研究センターではいま・■Glllb11l

Cnrpor；m　GnvemHn㏄Neユwork一とい引吐界銀行がつくろ

うとしている研究ネットワークに参加、肚界のさまざまな1司の

研究仔と連携しながら、「コーポレイトガパナンスーの研究を

進めているのです．

過去と現在を行き来して、

複雑な事象を解きほぐす

「探偵」を楽しみながら、

将釆の政策提…をめざす

　銀行に隈らす、「コーポレイトガバナンス」の構造を明らか

にし、現状や闘題点をlF確に把握していくためには、過去に遡

ってデータを集め、分析し、客観的な箏突を榊〕起こしていか

なけれぱなりません二こうした襖雑な要素を一つ・つ解きほぐ

し、何がどうなっているのかを探求することは・まるで■探倣、

にでもなりたような一面il．1さがあります、人学の1卵繊にこもっ

て、保存されている30年分のアニュアルレポートを分析した

り、銀行を訪間して経営属の方々ヘインタビューしたりと、机

トの研究からだけでは得られない牛き牛きとした活動に非常な

魅力を感じています二　・つ・つの箏象を績み1二げて掘りドげ、

さらに理沓と照らし合わせながら本質を適究していくミクロか

らのアプローチは、マクロからは見えないものも1”らかにして

くれます二ときにはプラックボックス化してしまう「緒茸一と

いうものを照射するには、ミクロからのアプローチは特に有効

ではないかと思っています

　理畜は“細的であるべきですが、研究には吋象とするものの

背炭まで踏み込んでいかなけれぱなりません＝最初にψし1二げ

たように、「コーホレイトガバナンス．のありカは、その1司の

榊1亨がわからないと躍解できないのです二11本にいてl1本の銀

行の研究ができることを、私はとてもハ・ソピーに感じています＝

　維済制度研究センターが、1阯界の研究好とアを隷んで進めて

いる一コーポレイトガバナンス」の研究は、維済発盤σ）ための

アプローチを候る基本研究です、じっくり腰を桝え、研究を儲

みトげ、将求はそれぞれの1司に貞猷できる政策胤言を行ってい

くことが、程、たち共適の1順なのです一談）
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